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阿寒・屈斜路カルデラ北方中火山砕屑流

　　　　　佐藤ロ博之

北海道北東部の阿寒から知床半島に至るまでの地域は

阿寒知床帯と呼ばれ，午島弧の西南端にあたって多くの

火山が分布している。阿寒・屈斜路カルデラはこれらの

うちもっとも顕著なものであり∫カルデラ陥没に伴なっ

て大量の火山砕屑流を周辺犀流し出して，広大な台地を

周辺，特に南北方に作っている。

　屈斜路カルデラに関しては，勝井（1958）は2回にわ

たる軽石流の流出を認め，第1期のものは著しく熔結作

用をうけていることを述べ，杉本・長谷川（195g）は逆

に上位のものが熔結していると記述した。ところが小清

水図幅（島田・矢崎1959）および美幌図幅の調査によ

り，屈斜路カルデラの火山砕屑流が2層にとどまらない

ことが予測されるに至った。

　阿寒カルデラについては，従来，屈斜路カルデラより

も古く，常に熔結しており，外来岩片にとみ，黒曜石パ

ッチを有して普通輝石紫蘇輝石安山岩質で黒色を呈する

ため，屈斜路カルデラの熔結凝灰岩が外来岩片に・乏し

く，石英斑晶に富み，石英安山岩質で白色ないし灰色を

呈するゐと容易に区別されるものとされてきた。

　ここに1958年以来の下記図幅調査の結果得られた新

知見と今後の問題について述べる1
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演者　　沢村孝之助

　〃　　山口　昇一

　〃　　石田正夫
　〃　　勝井、霧雄
山口　昇一・沢村孝之助

　1．阿寒カルデラの火山砕屑流

　1）．従来いわれたように，阿寒カルデラは屈斜路カル、

デラより古い。熔結凝灰岩の分布は不規則であって，当

時の河川の流路が現在と異なっていたと考えられる例が

少なくない。

2）　熔結凝灰岩の下位にそれぞれ1層の軽石流があっ

て，阿寒カルデラの火山砕屑流が常に黒色を呈するとは

限らず，また屈斜路カルデラのものにも黒色のものがあ一

る。
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　3）←火山砕屑流の分布が偏っており，北酉・南東方向

に多く，南西・北東方向にはほとんどないらしい。

　2。屈斜路カルデラの火山砕屑流

　1）　斜里から美幌にかけての調査により，基本的層序

が立てられ，その結果，屈斜路カルデラの火山砕屑流は

少なくとも10層あり，そのうち著しく熔結作用の進ん

だものが2層あって，層位・岩質を異にしている。

　2）　これらは従来美幌層として一括されてきた。この

うちから一次的火山砕屑流を区別すると，残った砂礫層

の大部分は局地的で，ただ最上部の砂礫層のみが海岸か

ら内陸部にかけて最もよく連続し高度20～120mの平

坦面を形成する。　美幌層をこの砂礫層に限定再定義す

る。

　3．　カルデラ陥没と火山砕屑流の組成変化’

　阿寒・屈斜路カルデラの火山砕屑流は，いずれも初期

は珪長質であって，中期には中性であり，後期にはふた

たび珪長質の軽石流がみられるが，中期が大規模でまた

’熔結作用も進み，カルデラの破局的陥没と密接な関連を

有したものと推定される。

　カルデラ陥没に伴なった火山砕屑流において，後期に

珪長質から中性へとの組成変化の例は，クレイターレイ

ク・クラカトア・支笏などのクラカトア型カルデラに諸

例がみられるところである。

　4．．時代および対比

　阿寒カルデラの熔結凝灰岩は南方の雄別地域において

高度230～300mの著しく開析された平坦面を形成する

礫層を覆うことが水野・百石（1960）により記されてい

る。この礫層は北海道における高位段丘礫層にあたるも

のであり，釧路層との関係は今後の問題であるが，それ

より古くなることはないと考えられる。

　一方美幌層は海岸から内陸部まで最もよく連続して

20～120mの平坦面を作っている。この面は阪口（1959）

により築別面（C面）に相当するものとされている。

　5．今後の問題

　1）各火山砕屑流が対比されたことにより，その堆積

形態・性状を調べる。

『2）　阿寒・屈斜路地域の東方および南方を調査し，降

下軽石を調べることによってカルデラ形成の歴史をより

完全なものとする。

　3）　阿寒熔結凝灰岩と段丘面および釧路層との関係を

明らかにし，年代の下限を決定する。　（北海道支所）
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久遠鉱山丸山鉱床群における“鐘の内”

　　　　構造と鉱石鉱物

　　　　　山田　敬一

　渡島国遊楽部岳周辺地域には，古くから多くの銅・

鉛・亜鉛鉱床が知られている。これらのうち，旧八田久

遠鉱山，旧臼別鉱山，旧金ケ沢鉱山，、旧両国鉱山および

滝の沢鉱床は現在久遠鉱山と総称され，最近新たに発見

された丸山鉱床とともに開発準備中である。

　久建鉱山の周辺地域は，花密閃緑岩体を中心と．して，

その周縁部に，プロピライトやグリンタフの大規模な活

動の認められる地域である。とくに，花嵩閃緑岩体の西

縁部ではプロピライト岩脈の発達が著しく，構造的に一

つのcomplex　zoneを形成している。本地域の鉱床は，』

花闘閃緑岩体，complex　zone，プロピライトおよびグリ

ンタフ中に胚胎する。ここで報告する丸山鉱床はcom－

ple匁中に胚胎する数条の，主としてINW－SE性の脈か

らなり，本鉱山の各鉱床中，その規模の最も大なる杢の

である。

　鉱床周辺では，緑泥石二絹雲母化作用，炭酸塩化作用，

緑簾右化作用が顕著に認められ，これらの変質帯は鉱床

分布にほぼ平行するNW－SE性の延びを示している・

　丸山鉱床群中，主要なものは，3号鑓および4号鍾と

呼ばれるもので，それぞれの露頭延長は数100mに達

する（この両者は実際にはム連のもので，その総延長は

1．2km±である）。露頭部においては，これら各鍾は，

黄銅鉱・方鉛鉱および閃亜鉛鉱など鉱石鉱物のある程度

濃集する“鉱石帯”（鉱脈）と主として変質岩からなる

“鑓の内”変貫帯とを含む，，いわゆる“鍾の内”の発達

が顕著である。

　“鑓の内”は延長数m～20m±を1単位として膨縮

を繰り返している。この単位“鍾の内”相互間は，鑓の

内の変質岩で連なっていることが多い。また“鍾の内”

の末端部では“鑓の内”自体が分崎して尖滅する場合が

ある。

　このような“鍾の内”の構造や規模などについて述『

べ，それらから推定される鉱床全体の特徴について説明

する。

　“鍾の内”内部の鉱石帯（鉱脈）と変質帯とにおける鉱

物組合せには種々の変化がみられる。鉱脈の脈質には次

のものがあげられる。これらは単独で鉱脈全体を構成す

ることは少なく相互にかなりの移化関係が認められる。

　1）　緑泥石一黄銅鉱

　2）　石英一緑泥石一絹雲母一黄鉄鉱一黄銅鉱一閃亜鉛

　　鉱一方鉛鉱

　3）　緑簾石一石英一黄鉄鉱一黄銅鉱一閃亜鉛鉱一方鉛

　　鉱
　4）方解石一方鉛鉱一閃亜鉛鉱一（黄鉄鉱一黄銅鉱）

　5）石英一黄鉄鉱一（黄銅鉱）

　6）　緑泥石一石英一絹雲母一磁鉄鉱

　鉱石鉱物として特殊なものに磁硫鉄鉱および輝蒼鉛鉱

がある。この種鉱物が，いわゆる浅熱水性鉱脈中に産す

る例は必ずしも多くはない。これらは，鉱脈胚胎の場と

基盤との関係，その場に行なわれた火成作用や変質作用

および鉱化作用の特徴を物語るものである。

　　　　　　　　　　　　　　　（北海道支所）

メップ岳周辺地域の地質と鉱床

　　　成田英吉

　本調査地域は北海道西南部瀬棚郡今金村および東瀬棚・

村の北部に位置し，メップ岳の南側の地域を占める。

　この地域は北海道南西部の脊稜地域と呼ばれ，地塁状

の基盤岩類を核としてその周辺に新第三紀中新世の火成

岩類を伴なっていて，この地域には多くの浅熱水性鉱床

が知られている。

　この地域の地質は，南部に分布する先第三紀の花醐岩

質岩石と新第三紀中新世g火山岩および堆積岩類とから

構成される。

　この地域には変朽安山岩や石英閃緑岩中に胚胎する

金・銀・銅・鉛・亜鉛・マンガンの浅熱水性鉱脈がある。

これらは20数本の鉱脈からなる鉱脈群を形成している。

この鉱床にはかつて稼行された今金鉱山がある。

　これらの概要について報告する。、　（北海道支所）

九州西部の白聖紀後期ゐ堆積盆の変遷

　　　　　植田芳郎

　上部白肇系姫浦層群の層序を模式地の熊本県天草上島

東海岸地域ならびに隣接島嘆において確立し，その知識

を基礎として他地域の姫浦層群についての資料をも整理

し，同層群の堆積盆の変遷を考察した。

　（1）　姫浦層群中には，下から上に次の化石帯が識別

され，それぞれの地質時代は〔〕に併記したとおり決

定される。

　動oo67α解z∬％ωαグ伽8n5ぎ5帯〔K5α：Coniacian〕

　Zno66卿肱5岬α勧58n5∫3帯〔K5β：Santonian下部〕

　盈068耀形％5ゴ砂on蜘5帯〔K5β＝Santonian上部〕

　動066プ研観50万6n厩1ゼ3n昭α0歪

　　　　　　　　　　帯〔：K57：Campanian下部〕

　翫066rα形％3加観6螂め＠αノ0αnπ5帯

　　　　　　　　　　〔K5α＝Campanian中・上部〕

　（2）　これらの化石帯は，岩相層序単位の境と斜交す

ることがあり，この関係から海進が南西から北東に及ん

だこと，西部の一帯に堆積当時の潜丘があったことが推
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